
 

スマートフォンの Firefox OSと Androidの 

消費電流量に関する一考察 

井原 卓也†  田坂 和之††  大岸 智彦††  小花 貞夫†††  

電気通信大学 情報理工学部†／大学院情報理工学研究科††† 

株式会社 KDDI研究所†† 

 

1. はじめに 

近年普及が著しいスマートフォンの OS は

Androidが主流であるが, 新たに Firefox OSが注目さ

れ始めている. 一方で, スマートフォンの電池持ち

は利用者の重要な関心事である[1]. このため, 筆者

らは, 新たに注目されてきた Firefox OSが, 電池持ち

の観点で, 既に主流となっている Android とどのよ

うに異なっているのかを調査している. これまでに, 

両 OSにおける CPU, 液晶などの端末リソース(以下, 

リソースと呼ぶ)毎の消費電流量や, Webブラウザで

様々な操作をした際の消費電流量を実測し, 比較・

考察したので報告する.  

2. Firefox OS 
 Firefox OS は, Mozilla が開発を進めるモバイルオ

ープン OSであり, Androidと同じ Linuxカーネルを

使用している(図 1 ④)[2]. しかしながら, Firefox OS

は , Android とは異なるアーキテクチャをもつ . 

Firefox OS の全てのアプリケーションやユーザイン

タフェース（図 1 ①）は, HTML5や JavaScript, CSS

で記述されており, 実行環境は Webエンジン（図 1 

②）のみである. 従って Android におけるネイティ

ブアプリ向けの Dalvik VM（図 1 ③）のような実行

環境を必要としない. 以上のアーキテクチャの違い

により, 様々なアプリケーション実行時の消費電流

量に違いが出ると考えられる.  

3. 電池持ちの評価方法 

筆者らは , 電力消費構造を分析するため , Lide 

Zhangらの論文[3]で用いられている消費電流モデル

と同等の計算手法を用いることとした. 本稿におけ

る手法では, リソース毎の毎秒の消費電流量（これ

を消費電流係数と呼び, 単位は mA とする）をパラ

メータとして, 端末の電池持ち特性をモデル化して

いる. このとき, 端末全体の消費電流量は, 消費電流

係数に, リソースの状態毎の滞在時間率で掛け, そ

れをリソース状態数分加算した式で表わされる.  こ 

 

 

 

 
図 1 Androidと Firefox OSのアーキテクチャ 

 

れより, アプリケーション実行時の消費電流量を推

定することができる. 

4. 実験 

4.1 消費電流係数の測定 

両 OS で, 各リソースを稼働させるプログラムを

作成し, リソース毎の消費電流量を実測した. 測定

対象のリソースは, 論文[3]を参考に, 現在 Firefox OS

で測定可能な CPU, 液晶(screen), GPS, Wi-Fi の 4つ

とした.  

Android の測定用プログラムについて, 論文[3]を

参考に作成した. 一方, Firefox OS では, Androidと同

条件で評価するため, Android の測定用プログラム

と同じ機能を持つ APIや関数を用いて作成した.  

試験端末として Android(ver 4.0.4)のスマートフォ

ン Nexus S と Firefox OS(ver Boot2Gecko1.1.0.0hd -

prerelease)をビルドした Nexus Sの 2台を使用した.  

また, 図 2の回路を作成し, 消費電流量を測定した.  

測定項目の内容と結果を表 1 に示す. 測定では, 

画面輝度の違いによる影響を除くため, 外部から輝

度計を用いて, 白画面を表示した時の輝度が約 150 

cd/m
2となるような両 OSの内部輝度設定とした. ま

た, CPU アイドル状態を基準とし, 各リソースの消

費電流量の値はその差分として測定した.  

表 1より, CPUクロック周波数が増えると, 両 OS

で消費電流量も増大することが分かる. CPU に負荷

をかけた場合の消費電流量は Android が僅かに少な

いが, GPS や Wi-Fi に関連する設定項目の消費電流

量は殆ど差がない. 
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表 1 Firefox OSと Androidにおける 

リソース毎の消費電流係数の測定結果 

測定項目 内容 
FirefoxOS 

(mA) 
Android 

(mA) 

cpu.idle CPUアイドル状態 1.30 1.02 

cpu.active1 
CPUクロック周波数 
 (200 MHz) 

86.59 66.85 

cpu.active2 〃 (400 MHz) 111.97 94.39 

cpu.active3 〃 (800 MHz) 175.29 148.28 

cpu.active4 〃 (1000 MHz) 189.66 159.59 

screen.on_w 白画面表示 150.84 152.32 

screen.on_b 黒画面表示 59.63 59.06 

gps.on GPSオン 80.24 78.74 

wifi.scan Wifiスキャン 83.30 79.21 

wifi.on Wifi接続(データ未通信) 63.20 69.30 

wifi.active Wifi通信(データ通信時) 83.98 79.14 

 

4.2 Webブラウザの各操作時の測定 

両 OS の Web ブラウザ操作時の消費電流量の違

いを考察するため, Webブラウザでの 4つの操作, 1)

起動, 2)無操作中(blank ページ表示), 3)ブラウジング

操作（検索・閲覧）, 4)ページ遷移（通信・レンダ

リング）における消費電流量を測定した.  

測定では, 試験端末や輝度設定を 4.1 と同じとし

た. AndroidのWebブラウザには, デフォルトのブラ

ウザと Firefox アプリを使用した.  

また, 上記 1)では, アプリ起動ボタンを押してか

ら 2 秒間 CPU クロック周波数が最大になることか

ら, 起動より 2 秒間の消費電流量を測定した. 2)の

blank ページの測定では , それぞれのブラウザで

about:blank のページを表示させ, 10秒後に測定を開

始し, 30 秒間消費電流量を測定した. 3)のブラウジ

ングでは, それぞれのブラウザのキャッシュや履歴

を測定毎に削除した後, blankページからキーワード

を検索する瞬間から測定を始め, 目的のサイトへア

クセスし, スクロールして閲覧する際の消費電流量

を実測した. 2 つの Web サイトに対して同じ条件

（時間と操作）で測定した. 4)のページ遷移では, キ

ャッシュや履歴を測定毎に削除し, Web サイト表示

画面から測定を開始, キャッシュされていない別の

ページへの遷移を 30 秒間繰り返した時の消費電流

量を実測した. 同じ条件で 3つの Webサイトで測定

した.  

測定結果を図 3に示す. なお, 測定結果は 10回測

定の平均値である. 図 3より, Webアクセスでは, 全

ての場合で Firefox OSの消費電流量が Androidの消

費電流量より少ないと言える.  

5. 考察 

消費電流係数の測定結果が両 OS で一部を除き大

きな差がなかった原因として, Firefox OS のデバイ

スドライバ群が, Android と同じものを利用してい

たためと考えられる.  しかし,  CPU に負荷をかけた 

 
 

図 2 消費電力測定時の接続図 
 

 
図 3 Webブラウザの各操作時の測定結果 

 

際には両 OS で差が出た. この原因は, Android はネ

イティブアプリ向けの実行環境（Dalvic VM）を持

つが, Firefox OS にはそれがないことや, Firefox OS

が未だ開発段階の OS であることによる, CPU が高

負荷な状態での処理時間の違いによるものである

と考えられる. 今後 Firefox OS のバージョンが上が

るにつれて, 改善されることが期待される. また, 

Web ブラウザで様々な操作をした際の消費電流量

が, Androidより Firefox OSが少ないのは, Androidが

ブラウザや Firefox アプリを動作させた上で Webkit

などを動かす必要があるのに対して, Firefox OS で

はより直接的な構造とっているためと考えられる.  

6. おわりに 

 スマートフォン OSの Firefox OSと Androidにつ

いて, 消費電流量の実測と考察を行ない, Web アク

セス時は Firefox OSの消費電流量が少ないことが分

かった . 今後は , リソース毎の消費電流係数から

様々なアプリケーション動作時の消費電流量推定

の検証を行うとともに, 両 OS の電力消費構造を明

確にする予定である.  
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